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子供たちがちょっとした興味でＳＮＳ等を利用した結果、誘拐など
の凶悪な犯罪に巻き込まれたり、ＳＮＳを通じて知り合った相手から
性的被害等を受けるケースが後を絶ちません。
また投稿した内容によって、悪意がなくても人を傷つけてしまった

り、トラブルに発展してしまうことがあります。

◎インターネット上の相手を信用しない
インターネット上では、年齢・性別などのプロフィールを
偽ることができるため、むやみに信用してはいけません。

◎個人を特定できる情報を送らない
個人の特定につながる情報を送信すると、犯罪者から
狙われる原因になります。
イニシャルや学校の制服・近所の風景等をＳＮＳ上に
送信しないようにしましょう。

◎他人のプライバシー・権利を守る
他人が写った写真や動画を無断で投稿しないように
しましょう。
また相手を傷付ける発言や誹謗中傷はしてはいけません。
加害者として責任を問われることがあります。

◎安易な投稿はしない
限定された相手への投稿であっても、スクリーンショット
等により簡単に拡散されるリスクがあります。
一度、ネット上に流出した画像等の回収は非常に
困難であり、将来にわたって自分や相手を
苦しめることになります。


